	17
（月）
	知恵 (ちえ)ある者 (もの)、おろかな者 (もの)

	
	Iコリ1章18～31節　十字架 (じゅうじか)のことばは、滅 (ほろ)びる者 (もの)たちには愚 (おろ)かであっても、救 (すく)われる私 (わたし)たちには神 (かみ)の力 (ちから)です。(18)

	
	Remnantはイエスがキリストだということを証 (あか)しする「十字架 (じゅうじか)のことば」を毎日 (まいにち)、確認 (かくにん)しましょう。悪魔 (あくま)に捕 (とら)えられているので偶像 (ぐうぞう)崇拝 (すうはい)をして、精神病 (せいしんびょう)と肉体 (にくたい)の病気 (びょうき)で苦 (くる)しむしかない人々 (ひとびと)は、十字架 (じゅうじか)のことばをおろかに見 (み)た人 (ひと)です。結局 (けっきょく)、地獄 (じごく)のような生活 (せいかつ)を送 (おく)って、次世代 (じせだい)にも地獄 (じごく)の背景 (はいけい)を伝 (つた)えるしかありません。それなら、Remnantはどんな契約 (けいやく)を確認 (かくにん)すればよいのでしょうか。

１つ目 (め)、過去 (かこ)の運命 (うんめい)を完全 (かんぜん)に変 (か)える契約 (けいやく)を確認 (かくにん)しましょう。私中心 (わたしちゅうしん)、物質 (ぶっしつ)中心 (ちゅうしん)、成功 (せいこう)中心 (ちゅうしん)の考 (かんが)えが、私 (わたし)のたましいと脳 (のう)、遺伝子 (いでんし)の中 (なか)に霊的 (れいてき)問題 (もんだい)となって根 (ね)をおろしています。十字架 (じゅうじか)のことばによってでなければ、この霊的 (れいてき)問題 (もんだい)から解放 (かいほう)されることはできません。２つ目 (め)、今日 (きょう)の運命 (うんめい)を変 (か)える契約 (けいやく)を確認 (かくにん)しましょう。神様 (かみさま)がくださったやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべの内容 (ないよう)を祈 (いの)り始 (はじ)めれば、私 (わたし)のたましいと脳 (のう)が生 (い)かされます。そして、今日 (きょう)の運命 (うんめい)を変 (か)える答 (こた)えを味 (あじ)わうようになります。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)の運命 (うんめい)を変 (か)える契約 (けいやく)を確認 (かくにん)しましょう。神様 (かみさま)の力 (ちから)によってでなければ、私 (わたし)と今日 (きょう)、未来 (みらい)を生 (い)かすことはできません。この答 (こた)えは、次世代 (じせだい)に伝 (つた)わり、来世 (らいせ)とつながって永遠 (えいえん)に残 (のこ)ります。

「十字架 (じゅうじか)のことば」を確認 (かくにん)したRemnantの皆 (みな)さんは、人 (ひと)の助 (たす)けを待 (ま)つのではなく、神様 (かみさま)の慰 (なぐさ)めを受 (う)けて、他 (た)の人 (ひと)を生 (い)かす答 (こた)えを味 (あじ)わいましょう。

	
	神様 (かみさま)の慰 (なぐさ)めを受 (う)けて、世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす者 (もの)になりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.09.1部

	18
（火）
	レムナントが必 (かなら)ず知 (し)るべき奥義 (おくぎ)

	
	Iコリ2章1～12節　なぜなら私 (わたし)は、あなたがたの間 (あいだ)で、イエス・キリスト、しかも十字架 (じゅうじか)につけられたキリストのほかには、何 (なに)も知 (し)るまいと決心 (けっしん)していたからです。(2)

	
	Remnantの時 (とき)には、いろいろなことが考 (かんが)えと心 (こころ)を通 (とお)して脳 (のう)に保存 (ほぞん)されていきます。脳 (のう)に刻印 (こくいん)されたとおり、遺伝子 (いでんし)を通 (とお)してたましいの深 (ふか)いところに入 (はい)り込 (こ)みます。したがって、Remnantの時 (とき)に神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みを受 (う)ける必要 (ひつよう)があります。神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みを受 (う)けたRemnantは、傷 (きず)と環境 (かんきょう)につまずくことがありません。かえって現場 (げんば)を生 (い)かします。Remnantが必 (かなら)ず知 (し)っておくべき奥義 (おくぎ)三 (みっ)つがあります。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)の力 (ちから)が私 (わたし)の基準 (きじゅん)になることです。その中 (なか)で神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださったタラントを発見 (はっけん)して、みことばを通 (とお)して答 (こた)えを見 (み)つけましょう。そのとき、礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りの中 (なか)で、すべてを見 (み)つけることができます。２つ目 (め)、世 (よ)の中 (なか)が知 (し)らない奥義 (おくぎ)のうちにある隠 (かく)されたことを味 (あじ)わいましょう。そのとき、神様 (かみさま)がRemnantにだけ与 (あた)えられた「ただ」が見 (み)えます。３つ目 (め)、神様 (かみさま)は、聖霊 (せいれい)によってすべてのことを教 (おし)えてくださいます。Remnantは世 (よ)の中 (なか)の霊 (れい)ではなく、神様 (かみさま)の霊 (れい)を受 (う)けた者 (もの)です。神様 (かみさま)と疎通 (そつう)する祈 (いの)りの中 (なか)にすべてがあることを発見 (はっけん)しましょう。そのとき、世界化 (せかいか)の答 (こた)えを味 (あじ)わうようになります。

Remnantは神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、あらかじめ成功 (せいこう)の答 (こた)えを受 (う)けましょう。世 (よ)の中 (なか)のことでなく、神様 (かみさま)のことを持 (も)っているRemnantは、キリストだけを証 (あか)しするようになるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)の中 (なか)にあるすべての不信仰 (ふしんこう)と世 (よ)の中 (なか)のことが縛 (しば)られて、まことの福音 (ふくいん)と神様 (かみさま)のことだけが残 (のこ)りますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.09.2部



	19
（水）
	未来 (みらい)を持 (も)っているレムナント

	
	創37章1～11節　兄 (あに)たちは彼 (かれ)をねたんだが、父 (ちち)はこのことを心 (こころ)にとどめていた。(11)

	
	RemnantとTCKが必 (かなら)ず覚 (おぼ)えてほしいことがあります。一番最初 (いちばんさいしょ)に、聖書 (せいしょ)にあるやぐらが刻印 (こくいん)されることです。なぜなら、神様 (かみさま)がRemnantとTCKを見張 (みは)り人 (にん)として立 (た)てられたからです。神様 (かみさま)は、このやぐらを動 (うご)かして、福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げていってくださいます。これがRemnantとTCKが歩 (あゆ)む道 (みち)です。それなら、聖書 (せいしょ)の中 (なか)のRemnantはどんな準備 (じゅんび)をしたのでしょうか。

１つ目 (め)、ヨセフとモーセは幼 (おさな)い時 (とき)からあらかじめ準備 (じゅんび)されました。これが世界 (せかい)を動 (うご)かしたRemnantの特徴 (とくちょう)です。２つ目 (め)、ダビデは、サムエルから自分 (じぶん)が王 (おう)になるということと、契約 (けいやく)の箱 (はこ)、神殿 (しんでん)についての話 (はなし)を聞 (き)いて、あらかじめ準備 (じゅんび)しました。Remnantが準備 (じゅんび)されていれば、どこへ行 (い)っても必要 (ひつよう)な人 (ひと)になる答 (こた)えを受 (う)けます。３つ目 (め)、エリシャは初 (はじ)めから神様 (かみさま)の力 (ちから)で、あらかじめ準備 (じゅんび)されていました。ダニエルは、イザヤの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、あらかじめ準備 (じゅんび)して、神様 (かみさま)の前 (まえ)で心 (こころ)を定 (さだ)めました。パウロは、会堂 (かいどう)に入 (はい)ってRemnantをあらかじめ準備 (じゅんび)させました。

Remnantは神様 (かみさま)が約束 (やくそく)された契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、あらかじめ準備 (じゅんび)しましょう。神様 (かみさま)は未来 (みらい)を持 (も)っているRemnantを通 (とお)して世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げて行 (い)かれます。

	
	神様 (かみさま)、この時間 (じかん)に御座 (みざ)の門 (もん)を開 (あ)けて、神 (かみ)の国 (くに)のことを成 (な)し遂 (と)げてください。すべての暗闇 (くらやみ)を縛 (しば)ってください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.15.レムナント伝道学



	20
（木）
	未来 (みらい)を味 (あじ)わう伝道 (でんどう)弟子 (でし)

	
	使1章3節　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (あと)、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。四十日 (よんじゅうにち)にわたって彼 (かれ)らに現 (あらわ)れ、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)られた。

	
	世 (よ)の中 (なか)の人々 (ひとびと)の50%は、難 (むずか)しくて苦 (くる)しいと話 (はな)しています。その人々 (ひとびと)は、病気 (びょうき)と貧 (まず)しさの中 (なか)で、自分 (じぶん)の身分 (みぶん)を知 (し)らずに生 (い)きていきます。このようなとき、Remnantは時代 (じだい)を生 (い)かすタラントを準備 (じゅんび)しましょう。Remnantの学業 (がくぎょう)は237と合 (あ)うようにして、これから持 (も)つ職業 (しょくぎょう)は5千 (せん)種族 (しゅぞく)と合 (あ)うようにしましょう。それなら、Remnantが受 (う)ける答 (こた)えは何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、キリストが私 (わたし)の中 (なか)に完 (かん)ぺきなやぐらを建 (た)ててくださいました。Remnantはここに24すれば良 (よ)いのです。契約 (けいやく)の中 (なか)で、神様 (かみさま)がくださったビジョンに24するのです。これがドリームです。２つ目 (め)、そのときから、神様 (かみさま)が働 (はたら)かれる道 (みち)を行 (い)くようになります。これが25を味 (あじ)わうRemnantの旅程 (りょてい)です。神 (かみ)のかたちを重 (かさ)ねて受 (う)ける道 (みち)を行 (い)くのですが、これをイメージと言 (い)います。３つ目 (め)、Remnantが行 (い)く所 (ところ)ごとに生 (い)かす道 (みち)しるべが建 (た)てられます。そのとき、永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)が出 (で)て来 (き)ます。目 (め)に見 (み)える環境 (かんきょう)ではなく、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が導 (みちび)かれるとおりに行 (い)くのです。

Remnantが行 (い)く道 (みち)には、いろいろなことがあります。しかし、どんな問題 (もんだい)、事件 (じけん)、困難 (こんなん)も、福音 (ふくいん)を止 (と)めることはできないということを覚 (おぼ)えておきましょう。神様 (かみさま)は必 (かなら)ずRemnantを通 (とお)して、全世界 (ぜんせかい)に福音 (ふくいん)を伝 (つた)えられます。

	
	神様 (かみさま)、どんな問題 (もんだい)、事件 (じけん)、困難 (こんなん)の中 (なか)でも、イエスがキリストという福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.06.15.核心訓練



	21
（金）
	御霊 (みたま)に属 (ぞく)する人 (ひと)と肉 (にく)に属 (ぞく)する人 (ひと)

	
	Iコリ3章1～9節　あなたがたは、まだ肉 (にく)の人 (ひと)だからです。あなたがたの間 (あいだ)にはねたみや争 (あらそ)いがあるのですから、あなたがたは肉 (にく)の人 (ひと)であり、ただの人 (ひと)として歩 (あゆ)んでいることにならないでしょうか。(3)

	
	Remnantに答 (こた)えがない理由 (りゆう)は、答 (こた)えを受 (う)けることができない場 (ば)にいるからです。答 (こた)えを受 (う)けることができない場 (ば)から抜 (ぬ)け出 (だ)して、答 (こた)えの場 (ば)に行 (い)きましょう。神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる答 (こた)えの場 (ば)は、福音 (ふくいん)と契約 (けいやく)を握 (にぎ)って一 (ひと)つになった人々 (ひとびと)が集 (あつ)まる教会 (きょうかい)の場 (ば)です。今日 (きょう)、Remnantが知 (し)っておくべきことがあります。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)が主人 (しゅじん)である人生 (じんせい)を知 (し)りましょう。神様 (かみさま)は私 (わたし)の主人 (しゅじん)です。Remnantには神様 (かみさま)のこと、神様 (かみさま)の背景 (はいけい)、神様 (かみさま)の力 (ちから)が必要 (ひつよう)です。２つ目 (め)、Remnantは神様 (かみさま)の同労者 (どうろうしゃ)であり、平和 (へいわ)を伝 (つた)える者 (もの)です。のろいの中 (なか)にいず、神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)の中 (なか)にいましょう。プリスカ夫婦 (ふうふ)は、コリント教会 (きょうかい)の紛争 (ふんそう)を止 (と)めて教会 (きょうかい)を生 (い)かしました。３つ目 (め)、人 (ひと)を生 (い)かす人 (ひと)として立 (た)ちましょう。ヨセフは総理 (そうり)のポジションに立 (た)ったとき、ポティファルとその妻 (つま)、自分 (じぶん)の兄 (あに)たちを傷 (きず)つけませんでした。神様 (かみさま)はこのようなヨセフを通 (とお)して、世界 (せかい)を生 (い)かされました。

Remnantが持 (も)っている契約 (けいやく)は、絶対 (ぜったい)に無 (な)くならないために、いつも神様 (かみさま)の側 (がわ)に立 (た)ちましょう。Remnantは全 (まった)く揺 (ゆ)れることなく、御座 (みざ)を動 (うご)かす祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。神様 (かみさま)はその祈 (いの)りを通 (とお)して次世代 (じせだい)を立 (た)ててくださいます。

	
	神様 (かみさま)、肉 (にく)に属 (ぞく)する人 (ひと)ではなく、御霊 (みたま)に属 (ぞく)する人 (ひと)になりますように。いつも答 (こた)えがない場 (ば)ではなく、契約 (けいやく)の場 (ば)にいることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.06.16.1部



	22
（土）
	霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を先 (さき)に建 (た)てよう

	
	Iコリ3章10～16節　あなたがたは、自分 (じぶん)が神 (かみ)の宮 (みや)であり、神 (かみ)の御霊 (みたま)が自分 (じぶん)のうちに住 (す)んでおられることを知 (し)らないのですか。（16)

	
	Remnantは一番最初 (いちばんさいしょ)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を建 (た)てましょう。そのために、祈 (いの)りの力 (ちから)を回復 (かいふく)して、答 (こた)えを受 (う)けましょう。Remnantが挑戦 (ちょうせん)する三 (みっ)つの神殿 (しんでん)があります。

１つ目 (め)、癒 (い)やしの神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。それでこそ、ほかの人 (ひと)を癒 (い)やすことができます。神様 (かみさま)を離 (はな)れて暗闇 (くらやみ)に捕 (とら)えられた人々 (ひとびと)、悪霊 (あくれい)に取 (と)りつかれて占 (うらな)いをする人々 (ひとびと)、不治 (ふち)の病 (びょう)になっている人々 (ひとびと)を福音 (ふくいん)で癒 (い)やしましょう。２つ目 (め)、Remnantの神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。それでこそ、Remnantを生 (い)かすことができます。イエスがキリストでなければならない理由 (りゆう)と、祈 (いの)りと礼拝 (れいはい)の重要性 (じゅうようせい)、神 (かみ)の国 (くに)のことを次世代 (じせだい)に伝 (つた)えるのです。３つ目 (め)、私 (わたし)の中 (なか)にTCKの神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。それでこそ、TCK神殿 (しんでん)を建 (た)てることができます。祈 (いの)りの中 (なか)で正確 (せいかく)な聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)けましょう。門 (もん)がふさがったときは、神様 (かみさま)のターニングポイントを見 (み)つけましょう。そして、自分 (じぶん)のローマを見 (み)つけましょう。

Remnantは神様 (かみさま)が主人 (しゅじん)である神様 (かみさま)の神殿 (しんでん)です。神様 (かみさま)の聖霊 (せいれい)がRemnantの中 (なか)におられます。この奥義 (おくぎ)を祈 (いの)りで味 (あじ)わって、神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を回復 (かいふく)しましょう。そのとき、Remnantに世界 (せかい)を生 (い)かす祝福 (しゅくふく)が与 (あた)えられます。

	
	神様 (かみさま)、先 (さき)に私 (わたし)に霊的 (れいてき)神殿 (しんでん)を建 (た)ててください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.06.16.2部



